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環境経営レポート

  2022年  8月 31日 発行

 
認証番号０００７０９１

有限会社 奥野工務店

取組期間（2021年  6 月～2022年 ５月）



１. 事業の概要

　１）事業所名及び代表者名

有限会社　　奥野工務店        　代表取締役　奥野一美

　２）所在地

　　　　〒７７３－００２５

　　　　　　　　徳島県小松島市和田島町字浜田１－５０

　　　　　　　　　　

　３）連絡先

TEL　 ：  ０８８５－３８－２０９０

　　　　 FAX　 ：  ０８８５－３８－２０８９

E-mail ：  okuno-2095@orange.plala.or.jp

　４）環境管理責任者・事務局、担当者名

環境管理責任者・事務局及び担当者　　奥野　千代美

　５）事業内容

　  ＊  土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業

　舗装工事業、しゅんせつ工事業、水道施設工事業、解体工事業

　　　　　　　許可番号 　 徳島県知事（般‐30）第5143号

 　　　　　   許可年月日　平成30年6月25日

　　 　　　　 官公庁・民間発注工事の請負を中心に、施工等の請負を本業としています。

　　　　　　　土木工事では、道路・造成・護岸・水道等の新設、改良工事等。

 　 　　　　　建築工事では、公共施設・個人住宅の新設工事、改修工事等。

＊  収集運搬業許可(自社の排出物のみ運搬）

 　　　　　　　許可番号　　　　3600077339　　

 　  　　　　 許可年月日　令和3年5月28日

　６）認証・登録の対象範囲

有限会社　奥野工務店

　７）事業の規模

　８）事業年度　第１3回　（２０２１年６月１日～２０２２年５月３１日）

2.認証・登録の対象範囲

有限会社　奥野工務店

対象事業場　　 本社

事業活動　　 土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、

しゅんせつ工事業、水道施設工事業、解体工事業
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34工事件数 　件　数 60 89 51

600

売上高 　百万円 113 85 148 78

本社延べ面積 　　㎡ 600 600 600

45 45 45

従業員 　　人 6 6 6

100

22

※第１3回工事件数には３０万円以下の工事分26件含まない

第12回 第13回

6

45

600

エコアクション　取り組み 第　9回 第10回 第11回

6

本社床面積 　　㎡ 45



3 環　境　経　営　方　針

有限会社　奥野工務店は、ますます深刻化する地球温暖化への対応や、有限である

 資源の有効利用が人類共通の重要課題だと考えています。

環境への取組を進めてまいります。

1.　具体的に次のことに取り組みます。

・二酸化炭素排出量（電力使用量、ガソリン、LPG、軽油燃料等)の削減

・廃棄物の減量、再使用、再生利用の推進

（建設廃棄物のリサイクル、現場工事での環境負荷低減活動の推進）

・水資源使用量の削減

・環境に配慮した建築・土木の施工活動の提案

3.  当社の建設事業活動に関わる環境関連法規制や徳島県の条例、小松島市の条例

等を遵守します。

4 .  一人一人が環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境経営方針を

全従業員に周知いたします。

   有限会社　　奥野工務店

      代表取締役　　  奥野　一美
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制定日　2009年10月25日　　　改定日　2019年6月1日

＜基本理念＞

当社の事業活動における環境負荷の低減に努め、全従業員一丸となり、自主的・積極的に

＜環境保全への行動指針＞

2.　事務所周辺での清掃･ボランティア活動など社会貢献活動に参加します。

5.　これらについて環境経営目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、環境経営の

継続的改善、又環境配慮の推進に努めます。



４　環境経営目標　

1)　　中期３ヶ年目標

環境目標　事務所

環境目標　　現　場　

※電力の二酸化炭素排出係数は、事務所と同じ算出方法による。

※ 環境負荷に係る項目は事務所・現場とも毎年、前年度から1％ずつ削減する。

※ 現場では、電気は発電気、水を使用する時は水タンクを利用している。
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産業廃棄物 kg／年 73,659 72,922 72,193 71,471

環境への取組（清掃活動） 回／年 3 3 3 3

環境配慮の資材の使用 環境配慮の資材使用・施工・製品購入の推進

一般廃棄物 kg／年 ― ― ― ―
水使用量 t ／年 ― ― ― ―
軽油 Kg 11,626 11,510 11,395 11,281

ガソリン ℓ 5,519 5,464 5,409 5,355

46,564

電力使用量 kＷh ― ― ― ―

2022年

（基準年度） （目標） （目標） （目標）

二酸化炭素排出量 kg‐CO2 47,989 47,509 47,034

項　　目 単　位
2019年 2020年 2021年

環境への取組（清掃活動） 回／年 3 3 3 3

一般廃棄物 kg／年 390 386 382 378

水使用量 t ／年 710 703 696 689

ＬＰＧ Kg 119 118 117 116

ガソリン ℓ 2,364 2,340 2,317 2,294

　※二酸化炭素排出係数は,調整後排出係数0.408kg-CO2/kWhです。

項　　目 単　位
2019年 2020年 2021年

8,002

電力使用量 kＷh 5,888 5,829 5,771 5,713

2022年
（基準年度） （目標） （目標） （目標）

二酸化炭素排出量 kg‐CO2 8,247 8,165 8,083



５．環境経営計画

①二酸化炭素排出量の削減

②水資源使用量の削減

③廃棄物の減量

④環境への取組（清掃活動）

・クールビズ、ウォームビズを励行

・自動車燃料の削減（近距離の自転車使用）

・不要時の消灯　休憩時の消灯

・年代の古い電気製品をエコ家電に買い替え

・こまめな止水

・水道配管からの水漏れを定期的に点検する

・ミスコピーの削減

・不要になったサンプル、カタログ等協力会社に返却を促す

①二酸化炭素排出量の削減

②水資源使用量の削減

③廃棄物の減量

④化学物質使用量の把握

⑤環境配慮の推進

⑥環境への取組（清掃活動）

・エコドライブの励行

・適正な車両整備

・自動車燃料の削減

・古い電気製品をエコ製品に買い替え

・こまめな止水

・水道配管からの水漏れを定期的に点検する

・廃棄物の分別を徹底する

・再生利用廃棄物業者への委託
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現場責任者

現場責任者

事務責任者

事務責任者

事務責任者

事務責任者

現場責任者

現場責任者

現場責任者

現場責任者

現場責任者

責任者

責任者

・地域の清掃等美化活動を行う

④環境配慮の資材の使用

⑤環境への取組（清掃活動）

・環境配慮の資材使用・施工・製品購入の推進

・地域の清掃等美化活動を行う

【環境目標】

【環境経営計画】

①二酸化炭素排出量の削減

②水資源使用量の削減

③廃棄物（産業廃棄物）の減量

重要テーマ

①二酸化炭素排出量の削減

②水資源使用量の削減

③廃棄物（一般廃棄物）の減量

④環境への取組（清掃活動）

現場

具体的項目

事務所

重要テーマ 具体的項目

【環境目標】

【環境経営計画】



６.　実施体制

 ・環境への取組の協力を要請
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全従業員
 ・環境経営方針の理解と、環境への取組の重要性を自覚

 ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

協力業者

工務部責任者

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標・環境経営実施計画書、環境関連法規等チェックリストの作成

・環境活動実施計画の実績集計、環境経営レポートの作成

全従業員

役割・責任・権限

代表者

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な資源（人・設備・費用等）の準備

・環境方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・環境目標・環境活動実施計画書・環境活動レポートを承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

有限会社　奥野工務店　　環境経営システム組織図

代表者

環境管理責任者／環境事務局

工務部責任者

・部門における環境経営システムの実施

・部門における環境経営方針の周知

・部門に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の運用管理

・部門の問題点の発見、是正、予防処置

環境管理責任者

・環境経営システムを構築、実施、管理

・環境目標・環境活動実施計画書

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境事務局

・環境管理責任者、EA２１推進会議の事務局



７.環境経営目標の実績・評価

事務所 2021年度(2021年6月～2022年5月)

全社のCO2排出量 26.304ｋｇ/ＣＯ２

130
117
147
64
163
161
100

現　場　2021年度(2021年6月～2022年5月)

※電力の二酸化炭素排出係数は、事務所と同じ算出方法による。

234
―
148
253
―
―
75
100

環境への取組（清掃活動） 100

※　○　良　　　　　　　　　　１００％　以上      ※　△　不十分　　　　１００％未満～９０以上

※　×　出来ていない　　　　　　　９０％未満      ※　―　該当なし

現場で発生した一般廃棄物は、事務所に持ち帰っている。
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達成率(%) 評価

○実施率 100 100
96,752 ×

― ―

○
○

※電力の二酸化炭素排出係数は、調整後排出係数 0.408kg-CO2/kwhです。

産業廃棄物

回／年 3 3 ○

LPG コロナ対策のため、ガスファンヒーターを使用（密対策）

受注した工事により、産業廃棄物の数値が多いが
再資源化率は98.1％

環境配慮の資材の使用

水使用量 t ／年 ―

産業廃棄物 kg／年 72,193
一般廃棄物 kg／年 ― ― ―

ガソリン ℓ 5,409 3,664 ○
軽油 Kg 11,395 4,497 ○

二酸化炭素排出量 kg‐CO2 47,034 20,100 ○
電力使用量 kＷh ― ― ―

環境への取組（清掃活動） 回／年 3 3 ○

項　　目 単　位 目　標 実　績 評価達成率(%)

水使用量 t ／年 696 428 ○
一般廃棄物 kg／年 382 237 ○

ＬＰＧ Kg 117 182 ×
ガソリン ℓ 2,317 1,571 ○

項　　目 単　位 目　標 実　績

電力使用量 kＷh 5,711 4,886
二酸化炭素排出量 kg‐CO2 8,083 6,204



1Q 2Q 3Q 4Q

①二酸化炭素排出量の削減 ○ ○ ○ ○

②水資源使用量の削減 ○ ○ ○ ○

③廃棄物の減量 ○ ○ ○ ○

④環境への取組（清掃活動） ○ ○ ○ ○

・クールビズ、ウォームビズを励行 ○ ○ ○ ○

【環境経営計画】 ・自動車燃料の削減（近距離の自転車使用） ○ ○ ○ ○

①二酸化炭素排出量の削減 ・不要時の消灯　　休憩時の消灯 ○ ○ ○ ○

・年代の古い家電製品をエコ家電に買い替え ○ ○ ○ ○

・こまめな止水 ○ ○ ○ ○

・水道配管からの水漏れを定期的に点検する ○ ○ ○ ○

・ミスコピーの削減 ○ ○ ○ ○

・不要になったサンプル、カタログ等協力会社に返
却を促す

○ ○ ○ ○

④環境への取組（清掃活動） ・地域の清掃等美化活動を行う
環境管理
責任者

○ ○ ○ ○ ○

注　：　総合評価　　　○：できている　　　△：不十分　　×：出来ていない　　ー：該当なし ※　全従業員が対象である

　　現場　2021年度(2021年6月1日～2022年5月31日）

1Q 2Q 3Q 4Q

①二酸化炭素排出量の削減 ○ ○ ○ ○

②水資源使用量の削減 ○ ○ ○ ○

【環境目標】 ③廃棄物の減量 ○ ○ ○ ○

④化学物質使用量の把握 ○ ○ ○ ○

⑤環境配慮の推進 ○ ○ ○ ○

⑥環境への取組（清掃活動） ○ ○ ○ ○

・エコドライブの励行 ○ ○ ○ ○

【環境経営計画】 ・適正な車両整備 ○ ○ ○ ○

①二酸化炭素排出量の削減 ・自動車燃料の削減 ○ ○ ○ ○

・古い電気製品をエコ製品に買い替え ○ ○ ○ ○

・こまめな止水 - - - -

・水道配管からの水漏れを定期的に点検する - - - -

・廃棄物の分別を徹底する ○ ○ ○ ○

・再生利用廃棄物業者への委託 ○ ○ ○ ○

④環境配慮の資材の使用 ・環境に配慮した資材の購入等取り入れる
工務部
責任者

○ ○ ○ ○ ○

⑤環境への取組（清掃活動） ・地域の清掃等美化活動を行う
工務部
責任者

○ ○ ○ ○ ○

注　：　総合評価　　　○：できている　　　△：不十分　　×：出来ていない　　ー：該当なし　　 　　※　全従業員が対象である
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実施できた。次年度も取り組んでいく。

定期的に実施できた。
次年度も取り組んでいきたい。

②水資源使用量の削減
工務部
責任者

― 使用することがなかった。

③廃棄物(産業廃棄物）の減量
工務部
責任者

○
産業廃棄物の数量が増えているが再資源
化に繋がっている数量である。

総合評価

工務部
責任者

○

産業廃棄物の数量は増えているが、再生資源
は98.1％を占め、本年度の請負工事状況によっ
て数量も増えたに過ぎない。
環境目標は達成できていると考えられる。
次年度も取り組んでいく。

工務部
責任者

○
全体的に取り組みの成果が出て、
目標値も達成できた。

取組結果と評価

定期的に実施できた。
次年度も取り組んでいきたい。

②水資源使用量の削減
環境管理
責任者

○ 今後も一層の削減に取り組んでいきたい。

③廃棄物(一般廃棄物）の減量
環境管理
責任者

○ 一般廃棄物の量が削減できた。

重要テーマ 具体的項目 担当者
期間（2021年6月～2022年5月）

【環境目標】
環境管理
責任者

○

寒いとき密にならないよう今年度もLPGを使用
した為、LPG使用量が増えたが、コロナ対策に
おいては気持ち的に安心して勤務にうち込め
た。

環境管理
責任者

○
使用電力は常に意識付けができ、今年も
大幅に目標値の達成ができた。

8.　環境経営計画の実績・評価
    事務所　2021年度(2021年6月１日～2022年5月31日）

重要テーマ 具体的項目 担当者
期間（2021年6月～2022年5月）

総合評価 取組結果と評価



9．次年度の環境経営計画

①二酸化炭素排出量の削減

②水資源使用量の削減

③廃棄物の減量

④環境への取組（清掃活動）

・クールビズ、ウォームビズを励行

・自動車燃料の削減（近距離の自転車使用）

・不要時の消灯　休憩時の消灯

・年代の古い電気製品をエコ家電に買い替え

・こまめな止水

・水道配管からの水漏れを定期的に点検する

・ミスコピーの削減

・不要になったサンプル、カタログ等協力会社に返却を促す

①二酸化炭素排出量の削減

②水資源使用量の削減

③廃棄物の減量

④化学物質使用量の把握

⑤環境配慮の推進

⑥環境への取組（清掃活動）

・エコドライブの励行

・適正な車両整備

・自動車燃料の削減

・古い電気製品をエコ製品に買い替え

・こまめな止水

・水道配管からの水漏れを定期的に点検する

・廃棄物の分別を徹底する

・再生利用廃棄物業者への委託
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現場責任者

現場責任者

責任者

【環境目標】

【環境経営計画】

⑤環境への取組（清掃活動） ・地域の清掃等美化活動を行う

②水資源使用量の削減

③廃棄物（産業廃棄物）の減量

④環境配慮の資材の使用 ・環境配慮の資材使用・施工・製品購入の推進

現場責任者

現場責任者

現場責任者

現場責任者

事務所

重要テーマ 環境経営計画

①二酸化炭素排出量の削減

①二酸化炭素排出量の削減

②水資源使用量の削減

③廃棄物（一般廃棄物）の減量

④環境への取組（清掃活動）

重要テーマ 環境経営計画

責任者

【環境目標】

【環境経営計画】

・地域の清掃等美化活動を行う

現場

事務責任者

事務責任者

事務責任者

事務責任者

現場責任者



10.環境関連法規の遵守状況並びに違反、訴訟等の有無

当社の1年間の主な環境関連法規の順守状況の確認及び評定は次のとおりです。

※環境関連法規制等の順守状況の結果、同順守状況に逸脱ありませんでした。

また、過去３年間に亘って監督官庁並びに近隣住民から、特に指摘はなく

違反や訴訟もありません。
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環境関連法規等の名称 主な内容 遵守状況の確認

廃棄物処理法
木くず・金属くず・廃プラスチック・繊維くず・ガラスくず

遵守
マニュフェストの交付・及び返送マニュフェストの確認

騒音規制法 バックホー　等

徳島県生活環境保全条例 空気圧縮機

遵守

遵守

小松島市公害防止条例
土壌の汚染、騒音、振動、地盤の沈下等の

遵守
防止に努める。

家電リサイクル法 テレビ・冷蔵庫・エアコン等 遵守

振動規制法 ブレーカー等 遵守

グリーン購入 事務用品・建材 遵守

建設リサイクル法 コンクリート塊・アスファルトガラ 遵守

遵守

浄化槽法 合併処理浄化槽 遵守

大気汚染防止法 石綿 遵守

徳島県南海トラフ巨大地震等に係わる
震災に強い社会づくり条例

防災・災害時の復旧支援活動として、

積極的に協力すると共に社員の安全確保に努める。



11.代表者による評価と見直し・指示

実施日 2022/8/31     奥野一美

[取組状況の評価結果] [環境経営方針] [環境経営方針]

・法的要求事項の順守状況 環境経営活動の

     環境法令等は理解し十分に遵守されている 計画・目標達成の更なる向上につなげたい。

・是正及び予防処置の状況

   クレームなし

[目 標] [環境経営目標・環境経営計画]

事 務 所 

[システムの各要素] [実 施 体 制]
現 場

[総 括]

※現場
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 エコアクション21の取り組みで、環境に対する社員の意

識高揚に繋がっています。取り組み内容の周知徹底により

目標達成に努めるとともに、これからも地域の方々から信

頼され環境にやさしい企業を目指します。

取組状況は全体的に満足できる状態である。
環境配慮の資材の使用 100% ○

環境への取組（清掃活動） 100% ○

一般廃棄物 ― ―

産業廃棄物 75% ×

産業廃棄物も再資源化されている。

 ※ ○可 △不十分 ×できていない ― 該当なし

社会環境が変化しつつある状況のもと
各要素を着実に実行していきたい。

役割・責任・権限を有効に実施する。
二酸化炭素排出量 234% ○

LPG

寒いとき密にならないよう今年度もLPGを使用し

たので目標達成とはいかなかったが、感染対策と

して気持ち的に安心して勤務にうち込めた

（電力の削減） ― ―

（ガソリンの削減） 148% ○

（軽油の削減） 253% ○
変更の必要性： 有

水使用量 ― ―

※事務所
目標項目 目標達成率(%) 活動計画実状況

一般廃棄物 161% ○
変更の必要性： 有

環境への取組（清掃活動） 100% ○

（ＬＰＧの削減） 64% ×

水使用量 163% ○

（電力の削減） 117% ○ 行動や、訓練を身につけて継続していきたい。
（ガソリンの削減） 147% ○     ＊次年度でもコロナの影響を注視したい。

目標項目 目標達成率(%) 活動計画実状況 全従業員は目標達成に努力しています。  省エネの為の具体的な手順について
二酸化炭素排出量 130% ○ 予期せぬ事態にも対処できるよう、日頃からの 全従業員に徹底したい。

コロナ対策にも十分配慮しながら

方針を堅持していきたいと思います。

当社の事業内容も、コロナの影響がでている。
・前回までの指摘事項の改善化 注意深く取り組んでいきたい。
     指示に対して適切に改善されている。

見直しに必要な情報 変更の必要性の有無・指示事項

（環境管理責任者の報告） （環境管理責任者のコメント・提案） （代表者）

変更の必要性： 有

[目標の達成率]

環境経営方針は､全従業員の環境に対する意識

改革を図る上で主眼の1つでもあるので、

無

無

無

無

無

無

無

無

無


